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生駒市ごみ減量市民会議(令和２年度 1 回目) 会議録（要旨） 

 

１．開催日時 令和 2 年 6 月 19 日(金) 午後 1 時 30 分～午後 3 時 

２．場  所 生駒市役所４階 403・404 会議室 

３．会議次第 

報告事項 

(1) ごみ組成調査の実施結果について 

(2) 広報いこまちの掲載について 

(3) キエーロ製作講習会の実施結果について  

 

協議事項 

(1) 令和２年度ごみ減量市民会議活動計画案について 

 (2) 生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定懇話会参加者の選出について      

     

４．出席者（敬称略） 

【参加者】坂本 剛伸、藤堂 宏子、山田 龍三、藤尾 庸子、山口 昭夫、清水 綾、

奥田 髙弘、小山 忠昭、田平 厚子、藤中 章夫、寺井 孝幸 

【事務局】岡田（市民部長）、奥田（環境保全課長）、 

木戸（環境保全課課長補佐）、鳴川（環境保全課事業係長）、 

久保（環境保全課事業係） 

５．欠席者 なし 

６．傍聴者 ２名  

７．会議内容（要旨） 

 

案件 

報告事項(１) 

●ごみ組成調査の実施結果について 

事務局 ＜資料 1-1 ごみ組成調査実施結果及び資料 1-2 生駒市ごみ組成調査報告書 

について説明＞ 

 

座 長  ごみ組成調査実施結果の前回との比較において、割合について横ばいとのこと

だが、今回の調査対象地域での生ごみの量を見たら、平成２７年度に比べ、

16.8％減とあり、市全体のシミュレーション値にした場合、生ごみ量は 5～6％

減となっていて、この差は何が原因か。 

 

事務局  原因については調査する。 

 

参加者  組成調査の調査方法にも原因があるのではないか。前回とごみ総量が違えば結

果も違う。 
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参加者  組成調査は同じ集積所のすべてのごみを持ってくるのではなく、無作為に決ま

った袋数を採取する。そのため袋のサイズの違いもありごみ総量は前回と違っ

てくる。 

     組成調査はごみの内容割合を出し、ごみの内容変化を調べるのが目的である。 

 

事務局  組成調査の方法については、今後検討したい。 

 

報告事項(2) 

●広報いこまちの掲載について 

事務局 ＜資料 2-1 広報いこまち 4 月号（食品ロス記事）、資料 2-2 生駒、エコ日和 4

月号、資料 2-3 生駒、エコ日和 5 月号、資料 2-4 連載年間スケジュール（案）

について説明＞ 

 

広報分科会 資料 2-4 のとおり連載の予定であるが、情勢の変化により変更となることも

あるが、掲載の内容にご意見があればお願いします。 

 

報告事項(3) 

●キエーロ製作講習会の実施結果について  

事務局 ＜資料 3 キエーロ製作講習会実施結果について説明＞ 

 

座 長  今回の講習会参加者にキエーロを知っているかを質問したところ、7～8 割ほど

の方が知っているということで、今までのアンケート結果の割合より多くの方

に知ってもらっていた。 

 

協議事項(1) 

●令和２年度ごみ減量市民会議活動計画案について 

事務局  ＜資料 4 令和２年度ごみ減量市民会議活動計画（案）について説明＞ 

       

座 長  新型コロナウィルス感染症の影響により、今までと同じ方法は実施できない。

社会情勢を見ながら工夫して実施できる活動の提案をお願いしたい。 

     自治会懇談会は、例えばオンライン懇談会などできないか。 

 

参加者  自治会懇談会はごみ減量の啓発として効果的であると感じている。 

     密とならない大きなホールでフードドライブやごみ減量の啓発などを実施すれ

ば良い。 

 

参加者  ごみ減量市民大会といえるほどの大きなイベントとして実施してはどうか。 

 

参加者  環境フェスティバルが実施されるのならば、キエーロ製作講習会（募集型）、ご
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み分別説明会、食品トロック、フードドライブなど開催してはどうか。 

 

事務局  環境フェスティバル担当課と調整し、実現可能な内容について検討する。 

 

座長代行 子育て世代を対象に育児ネット団体にオンライン懇談会を実験的にお願いでき

ないか。 

 

参加者  Ｗｉｆｉ環境が整い、質問を事前に受け付けるなど準備が整えば、短時間であ

れば可能であると思う。   

 

座 長  自治会懇談会の新しい方法として試してみる価値はあると思う。 

 

参加者  ごみ減量市民会議として、現在の新型コロナウィルス感染症によるごみやマス

クの捨て方について、収集業者からの注意事項など感染防止を含め、市民に周

知することが必要ではないか。 

 

座 長  環境省から市に提供されている情報をもとに周知してはどうか。 

 

参加者  広報いこまちの連載に流行が懸念される秋ごろにマスク等の捨て方を掲載して

も良いのではないか。 

 

事務局  現在、市のホームページに環境省から公開されているマスク等の捨て方を掲載

しているほか、ごみガイドブックにも掲載される。 

 

座 長  現在、プランターｄｅキエーロの使い方は紙版で説明しているが、動画で生駒

市版使い方を作成し、イベント開催時に動画を流してはどうか。  

     また、フードドライブもたけまるホールでの受付を一時的に市役所環境保全課

窓口で受け付けている。 

 

参加者  フードドライブは、たけまるホールでの受付活動を再開したいと考えている。 

 

事務局  市民への周知など準備が整い次第お願いしたい。 

 

座 長  食品ロス削減の対策となるエコクッキングの啓発として、例えばエコクッキン

グの様子を動画で撮影して公開してはどうか。 

 

事務局  キエーロの動画と同様にＳＮＳの投稿については市の他の部署に確認する。 

 

事務局  環境省から公開されている「感染症対策としてのご家庭でのマスク等の捨て方」
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について説明。 

 

参加者  プラスチック容器包装ごみにマスクの混入が見受けられる。 

 

座 長  それについては市が周知する必要がある。 

 

参加者  自治会内においても未回収ごみについて問題になっている。分別が出来ておら

ず混在による未回収が多い。 

 

参加者  自治会懇談会として人数を集めることにこだわらず、自治会長 1 名や少人数で 

     あってもごみ分別の徹底を周知するため懇談会は実施すべきである。 

 

座長代行 自治会へ出向くほか、啓発用のチラシを作成し、各自治会へ回覧、また問題が

ある自治会から要望があれば全戸配布しても良いのではないか。 

 

参加者  未回収ごみの問題について分別に関するチラシなどで啓発するのは有効である。 

 

座 長  以上の活動項目から実現可能な内容に基づき活動計画を作成し、次回の会議で

活動計画をスケジュール化したい。 

 

事務局  実現の可否について整理し、活動計画を作成する。 

 

協議事項(2) 

●生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定懇話会参加者の選出について    

事務局  ＜資料 5-1 生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定懇話会参加者選出 

依頼  資料 5-2 選出報告書（各種団体） 資料 5-3 生駒市一般廃棄物（ご

み）処理基本計画策定スケジュールについて説明＞ 

 

座 長  生駒市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定懇話会参加者をどのように選出す

るか。   

 

参加者  生駒市ごみ減量市民会議の代表である座長を選出することで良いと思う。 

 

      ≪参加者の拍手をもって決定≫ 

 

     以上です。 

     本日の会議はこれで終了します。 

ありがとうございました。 


